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日本政府は、コンテンツ産業と AI 搭載ロボット産業を、少子高齢化と国内市場の成熟

という構造的課題を克服し、新たな成長軌道を描くための国家戦略の中核に据えている 
1。コンテンツ産業は「クールジャパン」のソフトパワーを具体的な経済的価値に転換

する「攻め」の戦略であり、AI・ロボット産業は国内の生産性を維持・向上させる「守

り」の戦略として、日本の未来を左右する両輪をなす。この国家戦略の成否は、両分野

を牽引する高度な人材と革新的な技術を継続的に供給できるかどうかにかかっている。

その供給源として、日本最高の知の拠点である東京大学に寄せられる期待は極めて大き

い。 

本レポートは、この国家的要請に対し、東京大学がどう貢献できるかを多角的に分析

し、具体的な変革シナリオを提示するものである。現状分析の結果、東京大学は AI・
ロボット分野において松尾研究室をはじめとする世界トップクラスの研究拠点を多数擁

する一方 3、コンテンツ分野では組織的な取り組みが散発的かつ断片的であり、産業界

が渇望する「プロデューサー人材」の育成機能が決定的に欠如していることが明らかに

なった 5。このアンバランスは、両産業の融合領域で新たな価値を創造するという国家

的な目標達成の大きな障壁となっている。 

この「現状」と、世界をリードする米国大学（MIT、スタンフォード大学、カーネギー

メロン大学）が示す「あるべき姿」とのギャップは大きい。これらの大学は、学際的研

究所（MIT メディアラボ、スタンフォード HAI）、プロジェクトベースの実践的教育

（CMU-ETC、スタンフォード d.school）、体系的なスタートアップ創出エコシステム

（MIT Proto Ventures）、そして柔軟な産学連携ガバナンスを意図的に構築し、イノベ

ーションを制度として生み出している 8。 

本レポートが提言するのは、東京大学が個々の研究室の集合体から脱却し、これらのグ

ローバル・ベンチマークを参考に、大学全体としてイノベーションを創出する統合エン

ジンへと自己変革を遂げることである。その中核となるのが、本レポートで構想する新

たな学際的拠点**「東大ビジョンファクトリー（Todai Vision Factory）」**の設立で

ある。これは、工学、理学、人文社会科学、芸術といった既存の学問領域の壁を越え、



テクノロジー、アート、デザイン、ビジネス、そして倫理的・法的・社会的課題

（ELSI）を融合させる「第三の場」として機能する。 

この変革は、3 つのフェーズで実行される。フェーズ 1 では、学際的研究や起業活動

を正当に評価する教員評価制度改革、柔軟な産学連携を可能にする知的財産・利益相反

ポリシーの現代化、そして大型の学際研究を支援する新たな資金調達モデルの構築とい

った**「基盤改革」を行う。フェーズ 2 では、この新たな基盤の上に「東大ビジョン

ファクトリー」を設立し、学際的な研究開発と教育の中核拠点とする。フェーズ 3 で

は、同ファクトリーを核として、CMU- ETC をモデルとしたプロジェクトベースの大

学院プログラム**、MIT Proto Ventures をモデルとした**「大学発ベンチャースタジ

オ」、そして社会実装を加速する「リビングラボ」**を始動させ、人材育成、スタート

アップ創出、社会実装の好循環を確立する。 

この戦略的変革は、単に大学の国際競争力を高めるに留まらない。それは、日本のコン

テンツ産業と AI・ロボット産業の未来を切り拓き、ひいては日本の国家戦略そのもの

を成功に導くための、東京大学が果たすべき歴史的責務を全うする道筋である。 

 

1. 国家の要請：日本のコンテンツ及び AI ロボット産業のグローバ

ル・リーダーシップ確立に向けて 

 

日本政府がコンテンツ産業と AI・ロボット産業の育成に注力する背景には、経済的・

人口動態的な構造課題に対する強い危機感がある。これらの産業は、単なる個別分野の

振興策ではなく、日本の将来を左右する国家戦略の根幹をなすものである。本章では、

政府と産業界が両産業に何を期待し、どのような課題を認識しているかを分析し、最高

学府たる東京大学に暗黙的に課せられた役割を明確にする。 

 

1.1. 「クールジャパン」の再起動：文化輸出から経済エンジンへ 

 

かつての「クールジャパン」戦略は、アニメや漫画といった日本のポップカルチャーを

海外に紹介し、日本のブランドイメージを向上させるソフトパワー政策としての側面が

強かった 12。しかし、近年の政府戦略、特に「知的財産推進計画 2024」や、経団連が



発表した提言「Ente rta inment Contents  ∞ 20 24」に見られるように、その位置づけは

大きく変化している 7。今やコンテンツ産業は、自動車産業や半導体産業に匹敵する

「基幹産業」として明確に定義され、20 33 年までに海外展開規模 50 兆円という野心

的な経済目標が掲げられている 1。これは、文化的な影響力を具体的な経済的果実に結

びつけ、新たな外貨獲得の柱とする国家的な意思の表れである。 

しかし、そのポテンシャルとは裏腹に、日本のコンテンツ産業は深刻な構造的課題を抱

えている。経団連や経済産業省の調査では、以下のような問題点が繰り返し指摘されて

いる 1。 

● ビジネスモデルの国内市場依存: 多くの企業が依然として国内市場を前提としたビ

ジネスモデルから脱却できず、グローバル市場での収益最大化に至っていない 15。 
● ビジネスプロデューサーの圧倒的不足: 作品の企画・開発から資金調達、国際的な

マーケティングや権利処理までを統括できるグローバルなビジネスプロデューサー

が決定的に不足している 7。これが、優れたクリエイティブをビジネスの成功に繋

げられない最大の要因の一つとされる。 
● クリエイターの労働環境と人材育成: 低賃金や長時間労働といった制作現場の厳し

い環境が、人材の流出と新規参入の阻害要因となっている 1。次世代を担う人材の

育成システムも脆弱である。 
● 資金調達手法の限界: 特に企画開発段階（プリプロダクション）へのリスクマネー

供給が乏しく、製作委員会方式に依存した資金調達モデルがグローバル基準の大型

プロジェクト組成を困難にしている 18。 
● 支援体制の断片化: 海外展開を支援する司令塔機能が不在で、各省庁や機関の支援

が有機的に連携していない 1。 

これらの課題解決のため、政府と産業界は、人材育成、特にグローバルなビジネスプロ

デューサーの育成、制作現場の環境改善、新たな資金調達モデルの構築、そして海外展

開支援の強化を強く求めている 14。 

さらに、この変革期において、生成 AI の存在は決定的な意味を持つ。AI は、コンテン

ツ制作プロセスを効率化し、クリエイターをより創造的な作業に集中させる可能性を秘

めている 25。しかし同時に、海外のクリエイターが AI を駆使して日本の競争優位性を

急速に侵食するリスクもはらんでいる 7。この「機会」と「脅威」は、クリエイティブ

な感性と最先端の AI 技術の両方を理解し、使いこなせるハイブリッド人材の育成が国

家的な急務であることを示している 26。 

 



1.2. AI・ロボットという至上命令：人口動態の逆風を乗り越え、技術主権を確保する 

 

日本の AI・ロボット産業育成は、より根源的な国家的課題への処方箋である。日本

は、世界に先駆けて少子高齢化と労働人口減少に直面する「課題先進国」であり 27、AI
とロボットは、この人口動態の逆風下で経済規模を維持し、社会保障制度の持続可能性

を担保するための不可欠なツールと位置づけられている 2。その目的は、単なる生産性

向上に留まらない。人件費高騰などを理由に海外移転した製造業を国内に回帰させ、サ

プライチェーンを強靭化するという経済安全保障上の狙いも含まれている 2。 

政府の「AI 戦略」や「ロボット新戦略」は、このビジョンを実現するための具体的な

ロードマップを示している 29。その核心は、単にロボットを導入するだけでなく、社会

や産業の側がロボットの導入を前提とした「ロボットフレンドリーな環境」へと変革す

ること、そして人間とロボットが共生・協働する社会を構築することにある 27。 

しかし、この壮大な構想の実現には、絶望的なほどの人材不足という巨大な壁が立ちは

だかる。政府の AI 戦略は、高校卒業生からトップレベルの研究者まで、あらゆるレベ

ルでの人材育成目標を掲げているが 29、経済産業省の試算では、2040 年には AI・ロボ

ット関連人材が 326 万人も不足すると予測されており、このままでは成長戦略そのも

のが「人材の制約によって実現不能になるリスクが高い」と警鐘が鳴らされている 34。 

また、日本の AI 戦略が特筆すべきは、技術開発と同時に、その倫理的・社会的側面を

重視している点である。「人間の尊厳（Dignity）」「多様性（Diversity & 
Inclusion）」「持続可能性（Sustainability）」を基本理念に掲げ 29、「人間中心」の

AI 利用を担保するための「AI 事業者ガイドライン」といったガバナンス・フレームワ

ークの構築を推進している 35。これは、日本が単なる AI 技術大国ではなく、AI を安全

かつ倫理的に社会実装する「モデル国家」となることを目指していることを示唆してい

る。 

 

1.3. 国家資産としての大学：政策実現におけるトップ研究機関の決定的役割 

 

コンテンツ産業と AI・ロボット産業、これら二つの国家戦略は、その根幹において、

高度な専門知識を持つ人材と、世界をリードする最先端の研究開発に依存している。そ

して、その両方を供給できる唯一無二の存在が、大学、特にトップレベルの研究大学で

ある。政府の各種報告書や経団連の提言は、異口同音に、人材育成、研究開発、そして



産学連携における大学の役割強化を求めている 7。 

この文脈において、東京大学が担うべき役割は自明である。日本最高の研究機関とし

て、国家戦略の成否を左右する中核的プレイヤーとなることが暗黙のうちに期待されて

いる。政府が打ち出した、海外のトップ大学を誘致して「グローバル・スタートアッ

プ・キャンパス」を創設するという構想は 39、裏を返せば、国内大学がその役割を果た

せなければ、政府は外部に活路を求めるという強いメッセージでもある。東京大学の変

革は、もはや内向きの改革ではなく、国家の未来を賭けた挑戦そのものである。 

これらの分析から浮かび上がるのは、政府が推進するコンテンツ産業と AI・ロボット

産業の育成が、決して無関係な二つの政策ではないという事実である。両者は、日本の

構造的脆弱性に対応するための、緻密に設計された二正面作戦と解釈できる。AI・ロボ

ット戦略が、労働力不足という国内の守りを固める「防衛戦略」であるとすれば、コン

テンツ戦略は、日本のソフトパワーを武器に新たなグローバル市場を開拓する「攻撃戦

略」である。この二つは、国内基盤を固めつつ、新たな成長エンジンを創出するとい

う、日本の次世代国家戦略の両輪を形成している。 

この構造を理解することは、東京大学が果たすべき役割を考える上で決定的に重要であ

る。求められているのは、二つの別々の産業を個別に支援することではない。むしろ、

両者が交差する「クロスオーバー領域」において、新たな価値を創造する先導役となる

ことである。例えば、AI を活用した革新的なコンテンツ制作手法の開発 25、ロボット

技術を応用した新しいエンターテインメント体験の創出、あるいは AI を用いてグロー

バルなコンテンツ市場のトレンドを分析し、ヒットを予測するシステムの構築 40  な
ど、政府自身がその重要性を指摘する融合領域こそ 1、東京大学がその比類なき知の集

積を最も効果的に発揮できる分野なのである。 

 

2. 東京大学の現在地：保有能力と貢献度の自己評価 

 

国家的な期待を背負う東京大学は、果たしてその要請に応えるだけの能力と体制を備え

ているのだろうか。本章では、AI・ロボット分野とコンテンツ分野における東京大学の

現状を、研究、教育、産学連携の観点から客観的に評価し、その強みと、看過できない

深刻な弱みを明らかにする。 

 



2.1. AI・ロボット分野の牙城：世界水準の研究と人材の集積 

 

AI・ロボット分野において、東京大学は紛れもなく日本の、そして世界のトップランナ

ーである。その強みは、複数の学部・研究科にまたがる層の厚い研究者群と、先進的な

研究拠点に集約される。 

● 世界をリードする研究室群: 工学系研究科や情報理工学系研究科には、ロボット工

学、人工知能、ヒューマン・マシン・インタラクションの各分野で世界的に著名な

研究室が多数存在する。例えば、情報システム工学研究室（稲葉研究室）はヒュー

マノイドロボット研究で 41、知能情報システム研究室（國吉研究室）は認知発達ロ

ボティクスで 3、医用精密工学研究室（淺間研究室）はサービスロボットで世界を

リードしてきた 3。近年では、AI とロボットの融合をテーマにした「スケーラブ

ル・ロボットラーニング」社会連携講座の開設など、時代の要請に応じた新たな取

り組みも活発である 42。 
● 象徴的なリーダーの存在: 特に、松尾研究室（松尾・岩澤研究室）の存在は大き

い。ディープラーニング研究の国内における第一人者として、世界モデルや大規模

言語モデルといった最先端の研究を牽引するだけでなく 4、数多くの AI 系スター

トアップを輩出するエコシステムのハブとしても機能している 4。その影響力は学

内にとどまらず、政府の報告書で連携パートナーとして名指しされるほどである 
40。 

● 組織的な研究推進体制: 次世代知能科学研究センター（AI センター）や先端科学技

術研究センター（RCAST）といった組織は、学部・研究科の垣根を越えた学際的

な AI 研究を推進するための重要なプラットフォームとなっている 45。 
● 野心的な未来構想: 2050 年までに「AI ロボット科学者」による科学的発見を実現

するというムーンショット目標は、東京大学が目指す研究のスケールと野心を示す

象徴的なプロジェクトである 47。 

これらの事実は、東京大学が AI・ロボット分野において、国家戦略を技術と人材の両

面から力強く牽引する能力を十分に有していることを示している。 

 

2.2. コンテンツ分野の隘路：散在する取り組みと未実現のポテンシャル 

 

AI・ロボット分野の圧倒的な強さとは対照的に、コンテンツ分野における東京大学の取

り組みは、戦略的な方向性を見出せないまま、個別の活動が散在しているという厳しい



状況にある。 

● プログラムの不安定性と断続性: かつては先進的な取り組みも存在した。20 0 4 年

度から 5 年間にわたり実施された大学院情報学環の「コンテンツ創造科学産学連

携教育プログラム」は、コンテンツ制作理論から法務、財務、さらにはインターン

シップまでを網羅する意欲的な内容であった 5。しかし、これは時限的なプログラ

ムであり、恒久的な組織には繋がらなかった。さらに、近年まで学部横断型教育プ

ログラムとして提供されてきた「メディアコンテンツプログラム」が 20 24 年度を

もって最終年度となり、後継プログラムの予定がないことは 6、この分野に対する

大学としての持続的なコミットメントの欠如を象徴している。 
● 知のサイロ化: コンテンツに関連する知見は、各学部に閉じた形で存在し、有機的

な連携が見られない。工学部では、コンピュータグラフィックス、ヒューマンコン

ピュータインタラクション、人工知能といった高度な技術教育が提供されている 
49。一方、文学部では、歴史学、哲学、各国の言語文化といった、物語の根幹をな

す深い人文知が探求されている 52。現代のコンテンツ産業が必要とするのは、これ

ら「技術」と「物語」を架橋できる人材であるが、東京大学には両者を融合させる

ための制度的・組織的な「場」が存在しない。 
● 「プロデューサー」育成機能の不在: 産業界や政府が最も重要な課題として挙げる

「グローバルなビジネスプロデューサー」の育成という観点から見ると、現状は極

めて不十分である。過去のプログラムには「映画産業論」や「コンテンツ財務」と

いった科目が含まれていたものの 5、全体としては工学部の「技術者」育成か、文

学部の「人文学者」育成のいずれかに偏っており、両者を俯瞰し、企画から資金調

達、グローバル展開までを担うハイブリッド人材を戦略的に育成するパイプライン

は存在しない。 

 

2.3. 黎明期の生態系：産学連携とスタートアップ支援の評価 

 

東京大学は、研究成果を社会に還元するための産学連携とスタートアップ創出のエコシ

ステム構築を進めており、近年、その体制は着実に強化されている。 

● 強み：専門組織の設置と連携強化: 
○ 東大 IPC の役割: 株式会社東京大学協創プラットフォーム開発（東大 IPC）の

設立は、大学発イノベーションを加速させる上で画期的な一歩であった。東大

IPC は、単なる技術移転組織（TLO）に留まらず、複数のファンドを組成・運

営する大学直系のベンチャーキャピタルとして機能している 55。特に、事業会



社との連携によるプレシード投資を行う「AOI1 号ファンド」や、他大学の VC
ファンドにも出資する「ASA ファンド」など、多様な投資戦略を展開している

点は高く評価できる 55。これまでにラクスルや GameWith といった成功事例も

生み出している 58。 
○ 外部機関との連携: J ETRO との包括連携協定によるスタートアップの海外展開

支援やグローバル人材育成 59、博報堂など民間企業と連携した一般社団法人

「WE AT」の設立によるソーシャルイノベーション創出支援など 60、外部の知

見とネットワークを積極的に活用する動きが活発化している。 
● 弱み：グローバル・ベンチマークとの乖離: 

○ 受動的なスタートアップ創出モデル: 東大 IPC を中心とする現在のエコシステ

ムは、有望な研究シーズや起業家を見つけて「投資する」という、いわば受動

的な VC モデルが中心である。これは、大学が保有する未活用の有望技術を積

極的に発掘し、外部から経営人材を招聘して能動的に「会社を創り出す」ベン

チャースタジオ・モデルとは一線を画す。 
○ ディープテックへの偏重: 東大発ベンチャーのポートフォリオを見ると、その

大半が医療、バイオ、AI、ロボティクスといった、いわゆる「ディープテッ

ク」分野に集中している 61。これは東京大学の研究の強みを反映するものであ

るが、同時に、コンテンツやエンターテインメントといった分野での起業が極

めて少ないという、学内の構造的アンバランスを如実に示している。 

 

表 1：東京大学の現状分析（SWOT） 

 

 強み 
(Strength
s) 

弱み 
(Weaknes
ses)  

内部環境 ・世界ト

ップクラ

スの AI・
ロボット

研究室群

（松尾

研、稲葉

研等）3 

 

・AI セン

ター、

RCAST等

の研究推

進組織 45 

 
・国内最

高のブラ

ンド力と

人材プー

ル 
・東大 IPC
という専

門的なベ

・コンテ

ンツ関連

教育プロ

グラムの

断片化と

打ち切り 6 

 

・コンテ

ンツ分野

における

戦略的・

学際的拠

点の不在 
・グロー

バルなビ



ンチャー

投資組織

の存在 55 

ジネスプ

ロデュー

サー育成

機能の欠

如 
・スター

トアッ

プ・エコ

システム

のディー

プテック

偏重 61 

 機会 
(Opportu
nities)  

脅威 
(Threats)  

外部環境 ・政府に

よるコン

テンツ、

AI 両産業

への強力

な支援と

予算措置 1 

 

・産業界

からのハ

イブリッ

ド人材

（クリエ

イティブ

＋テクノ

ロジー）

への強い

需要 7 

 
・AI×コン

テンツの

「クロス

オーバー

領域」を

リードす

る好機 
・倫理的

AI・コン

テンツ

（ELSI）
のグロー

バル標準

を主導す

る可能性 

・グロー

バルな大

学・企業

との熾烈

な競争 62 

 

・制度改

革の遅れ

による存

在価値の

低下リス

ク 
・政府が

海外大学

と組み

「グロー

バル・ス

タートア

ップ・キ

ャンパ

ス」を設

立する可

能性 39 

 
・AI 技術

の進化に

より、適

応できな

ければ日

本のクリ

エイティ

ブ産業の

優位性が

失われる

リスク 24 

この分析から導き出される結論は、東京大学のコンテンツ分野における課題が、個々の

教員や研究室の能力不足に起因するものではないという点である。むしろ、それは制

度設計の失敗に他ならない。工学部は世界水準の技術者を、文学部は世界水準の人文

知を探求するという、それぞれの学部に課せられたミッションは成功裏に遂行されてい

る。問題は、経団連が求めるような「世界の歴史や文化も含めた幅広い造詣」と「論理



的思考力」、「豊かな想像力・創造力」を兼ね備えた人材を育成するために 7、これら

分断された知を融合させるための 

制度的な器が存在しないことである。かつてその役割を期待された情報学環のプログ

ラムが持続しなかった事実は 5、小手先の改革ではこの根深い構造問題は解決できない

ことを示唆している。解決策は、工学部に芸術を、文学部にプログラミングを教えさせ

ることではない。それは各学部の強みを希薄化させるだけである。真の解決策は、両学

部からトップクラスの知性と才能を引き寄せ、新たなハイブリッド学問領域を創造する

だけの引力を持つ、強力かつ潤沢な資金を持つ**「第三の場」すなわち新しい学際的研

究所を創設すること**にある。 

 

3. グローバル・ベンチマーク：21 世紀型イノベーション大学の「あ

るべき姿」 

 

東京大学が直面する課題を克服し、国家の期待に応えるためには、どのような姿を目指

すべきか。その「あるべき姿」を定義するために、本章ではイノベーション創出におい

て世界をリードする米国大学の成功事例を分析する。これは単なる模倣を推奨するもの

ではなく、日本の文脈に適応可能な、実証済みの原理とモデルを抽出することを目的と

する。 

 

3.1. 学際的研究所モデル：MIT メディアラボとスタンフォード HAI からの教訓 

 

東京大学における「知のサイロ化」という課題に対する最も効果的な処方箋は、強力な

学際的研究所の設立である。その成功モデルとして、マサチューセッツ工科大学

（MIT）のメディアラボとスタンフォード大学の人間中心の人工知能研究所（HAI）が

挙げられる。 

● MIT メディアラボ: 1985 年の設立以来、学際的研究の象徴であり続けるメディア

ラボは、まさに東京大学が創設すべき「第三の場」の原型である。その特徴は以下

の通りである。 
○ アンチディシプリナリー（超学際的）な文化: 「テクノロジー、マルチメディ

ア、科学、アート、デザイン」といった既存の学問分野に縛られず、それらを



横断・融合する研究を推進している 10。研究は伝統的な学科ではなく、「ソー

シャルロボット」や「情動コンピューティング」といったテーマ別のグループ

で構成され、教員もコンピュータ科学者から神経科学者、デザイナーまで極め

て多様である 10。 
○ 自由な発想を促す資金調達モデル: 特定のプロジェクトごとではなく、大まか

な研究テーマに対して企業がスポンサーとなるユニークな資金調達モデルを採

用している 10。これにより、教員は短期的な成果を問われず、より自由でハイ

リスクな研究に挑戦できる。 
● スタンフォード大学人間中心の人工知能研究所（HAI）: HAI は、AI が社会に与え

る影響を包括的に捉えるために設立された、スタンフォード大学の戦略的拠点であ

る。 
○ 人間中心の学際性: 技術開発だけでなく、倫理、法律、政策、社会科学といっ

た人文社会科学系の知見を積極的に統合し、「人間の状態を改善する AI を導

き、構築する」ことをミッションに掲げている 65。 
○ 多様な資金源とガバナンス: Re id Hoffman 氏、Denning 夫妻、Dalio 

Philanthropies といった著名な篤志家からの巨額の寄付を基盤とし、野心的で

学際的な研究を支援するための多様なグラントプログラム（Hoffman- Yee  
Grant、Seed Grant 等）を運営している 67。 

○ ELSI 研究の重視: 倫理的・法的・社会的課題（ELSI）の研究を中核に据え、専

門の研究プログラムやフェローシップを通じて、責任ある AI 開発の指針を示

している 67。 

 

3.2. イノベーションを育む教育：CMU-ETC とスタンフォード d.school の実践 

 

日本が渇望する「ビジネスプロデューサー」や、技術とクリエイティブを融合できる人

材を育成するためには、教育プログラムそのものの抜本的な改革が不可欠である。カー

ネギーメロン大学（CMU）のエンターテインメント・テクノロジー・センター

（ETC）とスタンフォード大学の d.school は、そのための世界最高峰のモデルを提供

する。 

● カーネギーメロン大学 ETC: ETCは、まさに日本のコンテンツ産業が求める人材を

育成するために設計されたかのような教育機関である。 
○ 徹底したプロジェクトベース学習: カリキュラムの中心は、クライアント（企

業や非営利団体）から提示された現実の課題に取り組むプロジェクトである 



8。学生は入学直後から、芸術系と技術系の出身者が混成されたチームで、学期

ごとに製品やプロトタイプの制作を繰り返す 73。 
○ 「作る」ためのスキルセット: カリキュラムには、コミュニケーション能力と

協調性を養うための「即興演劇」といったユニークな科目が必修として組み込

まれている 75。これは、多様な専門性を持つチームで成果を出すために不可欠

なソフトスキルを体系的に教育する試みである。 
○ 産業界との直結: 修了者には専門職修士号（MET）が授与され、Electronic Arts

や Rockstar Games といった大手エンターテインメント企業との間に、卒業生

を一定数採用する協定が存在するなど、産業界への強力なパイプラインが構築

されている 8。 
● スタンフォード大学 d.school : d .school は、分野を問わずイノベーションを生み

出すための思考法「デザインシンキング」を教えるハブである。 
○ 人間中心の課題解決プロセス: 「共感（Empathize）」「問題定義（Define）」

「創造（Ideate）」「試作（Prototype）」「検証（Test）」という 5 つのス

テップからなる反復的なプロセスを通じて、利用者の潜在的なニーズを発見

し、解決策を創造する手法を実践的に学ぶ 76。 
○ 学際的コラボレーションの場: 全学の学生が集まり、専門分野の壁を越えてチ

ームを組み、明確な答えのないオープンエンドな課題に取り組むことで、創造

的な問題解決能力を養う 77。 

 

3.3. シームレスな社会実装パイプライン：技術移転、ベンチャー創出、産業連携の統

合モデル 

 

大学の研究成果を社会に還元するためには、研究室から市場までのパイプラインをいか

にスムーズに構築するかが鍵となる。 

● 能動的なベンチャー創出（MIT Proto Ventures ）: MIT は、従来の技術移転の枠を

超え、大学内に「ベンチャースタジオ」である Proto Ventures を設立した 9。これ

は、研究室に眠る有望な技術を大学自身が積極的に発掘し、外部から経営者候補を

招聘して、体系的にスタートアップを「創出」するモデルである 9。偶然に頼ら

ず、ベンチャー創造をシステム化するというこのアプローチは、大学発イノベーシ

ョンの成功確率を飛躍的に高める可能性を秘めている。 
● 体系的なスタートアップ支援（MIT & スタンフォード）: 両大学は、アイデアを持

つ学生や教員が起業に挑戦しやすいよう、重層的な支援エコシステムを構築してい



る。アクセラレーター（de lta  v）、シード資金（Sandbox）、メンターシップ

（VMS）、法律相談クリニック、起業家教育コースなどが網羅的に提供され、起業

のハードルを劇的に下げている 80。 
● 透明かつ柔軟な知財ライセンス（スタンフォード OTL）: スタンフォード大学の技

術移転室（OTL）は、知的財産権の所有権、ロイヤリティ分配（発明者へ

33.34%）、ライセンス条件などを明確かつ公に定めている 84。特にスタートアッ

プに対しては、高額な初期契約金の代わりに株式（エクイティ）を取得するなど、

柔軟な条件を提示する。また、スタートアップが資金調達を行う時間を確保できる

よう、技術の権利を一時的に確保するオプション契約も活用している 11。この透明

性と柔軟性が、活発な起業文化の土台となっている。 

 

3.4. アジリティを支えるガバナンス：教員評価、資金調達、倫理監督の改革 

 

これらの革新的な取り組みは、それを支える大学のガバナンス改革なしには実現し得な

い。 

● 学際的研究を促す教員評価: 米国のトップ大学では、学際的な研究を行う教員を公

正に評価するための仕組みが整備されている。複数の学部に所属する教員のために

合同の評価委員会を設置したり、テニュア（終身在職権）審査委員会に他分野の専

門家を加えたりといったベストプラクティスが確立されている 88。MIT も、メディ

アラボのような学際的組織に所属する教員の評価方法を、大学全体の方針とより整

合させるための改革を進めている 90。 
● 多様な資金調達モデル: MIT やスタンフォードの資金源は、政府からの研究費だけ

でなく、企業とのアフィリエイト・プログラム 91 や、個人・財団からの巨額の寄

付 67 など、極めて多様である。この多角的なポートフォリオが、伝統的な研究費

ではカバーしきれないハイリスク・非伝統的な研究を可能にする安定した財政基盤

となっている。 
● 「管理」するための利益相反（COI）ポリシー: スタンフォード大学やジョンズ・

ホプキンス大学のようなトップ校は、教員のスタートアップへの関与を「禁止」す

るのではなく、適切に「管理」するための洗練された利益相反（COI）ポリシーを

運用している 11。教員の役割（例：休職せずに経営幹部にはなれないが、技術顧問

は可能）、大学での研究と企業活動の分離、透明性の高い審査プロセスなどが明確

に定められており、研究者が安心して起業に挑戦できる予測可能で支援的な環境を

創出している。 



 

表 2：グローバル・ベンチマーク大学との比較 

 

 

機能 東京大学（現

状） 
MIT スタンフォード

大学 
カーネギーメロ

ン大学 

学際的研究拠点 断片的・不在 メディアラボ

（超学際的） 
HAI（人間中

心・ELSI重視） 
ロボティクス研

究所 

プロデューサー/
イノベーター教

育 

技術/人文のサイ

ロ化 
メディアラボ

MAS プログラム 
d.school （デザ

インシンキン

グ） 

ETC（プロジェ

クトベース、専

門職学位） 

スタートアップ

創出 
東大 IPC（VC モ

デル） 
Proto Ventures
（ベンチャース

タジオ） 

豊富なエコシス

テム 
-  

知財・ライセン

ス方針 
不透明性が高い TLO（技術移転

室） 
OTL（透明・柔

軟・公開） 
-  

資金調達モデル 政府・内部資金

が中心 
多様（企業、寄

付、政府） 
多様（企業、巨

額寄付、政府） 
多様（企業、政

府、寄付） 

利益相反

（COI）管理 
制限的との認識 整備された管理

プロセス 
明確な管理プロ

セス（公開） 
-  

この比較から明らかになるのは、米国のトップ大学の成功が、単に優秀な人材の集積に

よるものではなく、イノベーションを体系的に生み出すための**「制度的ソフトウェ

ア」**を意図的に設計・実装した結果であるという事実である。CMU の ETC は、協

業を強制するカリキュラムを持ち 8、MIT のメディアラボは、その超学際的文化を支え

る独自の資金調達モデルと組織構造を持つ 10。スタンフォードの起業文化は、OTL の

透明な知財ポリシーや Sandbox のような支援プログラムによって制度的に支えられて

いる 11。東京大学が世界と伍していくためには、個別の研究や教育の改善に留まらず、

この「制度的ソフトウェア」そのものを、イノベーション創出に最適化された形へと、

根本から書き換える必要がある。 

 

4. 隔たりを埋める：東京大学の変革に向けた戦略的シナリオ 



 

現状分析とグローバル・ベンチマークとの比較から、東京大学が取るべき道筋は明らか

である。それは、既存の学部・研究科の枠組みを維持しつつ、その壁を突き破り、新た

な知を融合させるための強力な学際的プラットフォームを創設することである。本章で

は、そのための具体的かつ段階的な変革シナリオを提示する。このシナリオは、基盤改

革、制度革新、そしてエコシステム活性化の 3 つのフェーズから構成される。 

 

4.1. フェーズ 1：基盤改革 ― ガバナンスと資金調達フレームワークの構築（1～2 年

目） 

 

あらゆる抜本的改革は、それを支える土台、すなわち大学の基本的なルールとインセン

ティブ設計の見直しから始めなければならない。このフェーズの目的は、深層的な制度

変革を可能にするための前提条件を整備することにある。 

 

4.1.1. アクション 1：教員評価・昇進基準の改定 

 

提言: 各研究科長と連携し、学際的研究、産業界との共同研究、特許取得やスタートア

ップ創出といった起業活動などを、テニュア（終身在職権）審査や昇進において明確に

評価するためのガイドラインを策定・導入する。これは、米国の大学における学際的研

究者の評価に関するベストプラクティスを参考にするべきである 89。 

論拠: これは、教員がコンテンツや AI・ロボット分野で求められるような、専門分野を

越境したハイリスクな研究や社会実装活動に取り組むことを躊躇させる最大の制度的障

壁を取り除くための、最も重要な一歩である。大学執行部が「学術的卓越性」の定義を

拡大し、社会貢献やイノベーション創出もその重要な要素であるという明確なメッセー

ジを発信することが、教員の行動変容を促す強力なインセンティブとなる。 

 

4.1.2. 中央集権的で機動的な「ハイリスク・ハイリワード」学際研究ファンドの設立 

 



提言: 大学の自己資金を元手に、大規模な篤志家からの寄付や企業とのパートナーシッ

プを積極的に呼び込む形で、新たな中央集権的研究ファンドを創設する。このファンド

は、新設される中央組織によって機動的に運営され、スタンフォード HAI の Hoffman-
Yee「アステロイド・ショット」グラントやシードグラントをモデルとした、野心的で

非伝統的な研究への資金提供を行う 67。ニューサウスウェールズ大学（50 0 0 万ド

ル）、シカゴ大学（1 億ドル）、スタンフォード大学（11 億ドル）といった海外大学

への巨額寄付の成功事例は、このような変革的プロジェクトが有力な資金調達モデルと

なりうることを示している 93。 

論拠: このファンドは、既存の科学研究費補助金のような伝統的・個別的な研究費制度

を補完し、それらの枠組みでは採択されにくい、芸術、テクノロジー、社会科学が融合

するような大型の学際的プロジェクトに、柔軟かつ大規模な資金を供給することを可能

にする。 

 

4.1.3. 現代的で透明性の高い利益相反（COI）および知的財産（IP）ポリシーの導入 

 

提言: スタンフォード大学 OTL とジョンズ・ホプキンス大学のモデルを青写真とし、

現行の利益相反（COI）および知的財産（IP）ポリシーを全面的に見直す 11。具体的に

は、スタートアップにおける教員の役割に関する明確なガイドラインの公開、簡素で透

明な開示・管理プロセスの構築、そしてスタートアップ向けの柔軟なライセンス条件

（例：初期契約金の代わりに株式を取得）の標準化などが含まれる。特に、スタンフォ

ード大学が実践しているように、ライセンス収入の配分を、発明者個人、所属部局、研

究科に手厚くすることで、研究成果の社会還元がさらなる研究教育への再投資につなが

る好循環を生み出すべきである 84。 

論拠: 明確で、支援的、かつ非懲罰的な COI/IP フレームワークは、教員や学生が研究

成果の商業化に挑戦する意欲を掻き立てる上で、最も重要な環境要因である。曖昧さや

手続きの煩雑さに起因する萎縮効果を取り除くことが、大学発ベンチャーを活性化させ

るための鍵となる。 

 

4.2. フェーズ 2：制度革新 ― 「東大ビジョンファクトリー」の創設（2～3 年目） 

 



基盤改革によって土壌が整った後、次なるステップは、学問分野の融合が実際に起こる

物理的・制度的な「第三の場」を創設することである。 

提言: 新たなフラッグシップ学際研究所、仮称**「東大ビジョンファクトリー（Todai 
Vision Factory, TVF）」**を設立する。TVF は、既存の学部や研究科とは独立した、ク

ロスアポイントメント制を基本とするハブ組織として位置づける。 

● ミッション: テクノロジー、デザイン、アート、社会科学を融合させ、新たな人間

体験を創造し、社会的課題を解決する。初期の重点領域として、コンテンツ、AI、
ロボットの融合領域に焦点を当てる。 

● 構造とガバナンス: MIT メディアラボをモデルとし、国際的に著名な人物をディレ

クターに迎え、教員、職員、学生の代表からなる多様な執行委員会が運営を担う 
90。研究活動は、固定的な研究室ではなく、流動的なプロジェクトベースの「グル

ープ」単位で組織される 63。教員は出身母体の学部・研究科との兼任（ジョイン

ト・アポイントメント）とし、その業績評価はフェーズ 1 で策定された新たな学際

的基準に基づいて、出身部局と TVF が共同で行う。 
● ELSI の核としての役割: TVF は、設立当初から**「ELSI 共創ハブ」**を内部に設

置し、すべてのプロジェクトの設計段階から倫理的・法的・社会的課題（ELSI）へ

の配慮を組み込む。これにより、理化学研究所 AIP センターや大阪大学社会技術

共創研究センターなどが培ってきた日本の ELSI 研究の強みを活かし 10 0、参加型ア

クションリサーチなどの手法を用いて 10 3、「責任あるイノベーション」を東京大

学のブランドとして確立する。 

 

表 3：提案する「東大ビジョンファクトリー」のガバナンスと運営モデル 

 

 

項目 モデル 

リーダーシップ 国際的に認知されたディレクター、及び教員・

職員・学生代表からなる執行委員会 

教員モデル 出身部局とのジョイント・アポイントメント

制。評価は新たな学際的基準に基づき共同で実

施 

資金調達モデル 大学からの基盤的経費、企業アフィリエイト・



プログラム、大型寄付キャンペーン、ベンチャ

ースタジオからの収益 

研究体制 テーマ別のプロジェクトベース・グループ

（例：「AI ストーリーテリング」「情動ロボテ

ィクス」「デジタルヘリテージ」） 

教育機能 新設されるプロジェクトベース大学院プログラ

ム（修士・博士）の拠点 

倫理的監督 研究所内に「ELSI 共創ハブ」を常設し、全プロ

ジェクトに ELSI 検討を統合 

 

4.3. フェーズ 3：教育とエコシステムの活性化（3～5 年目） 

 

新たな器である TVF が設立された後、そこに才能ある人材を呼び込み、その成果を経

済的・社会的な価値へと転換するエコシステムを本格的に始動させる。 

 

4.3.1. アクション 1：プロジェクトベースの学際的大学院プログラムの開始 

 

提言: TVF 内に、カーネギーメロン大学 ETC のカリキュラムを直接的なモデルとし

た、新たな修士・博士課程プログラムを創設する 8。このプログラムでは、工学、芸

術、デザイン、社会科学など多様なバックグラウンドを持つ学生がチームを組み、産業

界や社会から提供される現実の課題解決に取り組む。技術や芸術に関する専門科目に加

え、即興演劇、ストーリーテリング、リーダーシップといった、協働に不可欠なソフト

スキルもカリキュラムに組み込む。 

論拠: このプログラムは、日本のコンテンツ・AI 産業が最も必要としている、技術とビ

ジネス、クリエイティブを俯瞰できる「ビジネスプロデューサー」や「クリエイター・

テクノロジスト」を直接的に育成するパイプラインとなる。 

 

4.3.2. アクション 2：東大 IPC 内に「大学発ベンチャースタジオ」を創設 

 



提言: 東大 IPC の機能の一部を発展させ、MIT の Proto Ventures をモデルとした、能

動的な「大学発ベンチャースタジオ」を設立する 9。このスタジオは、TVF の研究者と

密に連携し、商業化のポテンシャルが高い知的財産を発掘。学内外から起業家的人材を

リクルートし、シード資金や法務・経理などの共有リソースを提供して、企業設立から

成長までをハンズオンで支援する。 

論拠: このモデルは、研究室の発見と市場投入可能な製品との間にある「死の谷」を乗

り越え、大学の研究成果の商業化率を劇的に向上させる。これは、従来の TLO や受動

的な VC モデルよりも、はるかに積極的でインパクトの大きいアプローチである。 

 

4.3.3. アクション 3：共創と社会実装のための「リビングラボ」の設置 

 

提言: TVF で開発されたイノベーションを、市民参加のもとで現実世界において実証・

改善するためのプラットフォームとして「リビングラボ」を設置する 103。ソーシャル

ロボット、公共サービスにおける AI 活用、コミュニティベースのコンテンツ制作とい

ったプロジェクトに特に有効である。これらのリビングラボは、TVF 内の ELSI共創ハ

ブが主導し、共創プロセス、倫理的監督、市民エンゲージメントが設計段階から組み込

まれることを保証する 104。 

論拠: この取り組みは、開発される技術やコンテンツが、社会的に受容され、利用者中

心であることを保証する。これは、政府が目指す「人間中心の AI」戦略の理念を具現

化するものであり 29、研究者に対して貴重なフィードバックループを提供し、社会実装

への道を拓く。 

 

表 4：段階的実施ロードマップ（1～5 年目） 

 

 

フェーズ 年 主要アクション 

1. 基盤改革 1 年目 ・戦略的転換の発表 
・ガバナンス、資金調達、

COI/IP 改革のためのタスクフ



ォース設置 
・新ポリシーの草案作成開始 

 2 年目 ・新教員評価、COI/IP ポリシ

ーの制定・施行 
・「ハイリスク・ハイリワー

ド」ファンドの立ち上げと寄

付キャンペーンの開始 
・「東大ビジョンファクトリ

ー」のディレクターおよび執

行委員会の任命 

2. 制度革新 3 年目 ・「東大ビジョンファクトリ

ー（TVF）」の正式発足 
・最初のジョイント・アポイ

ントメント教員の採用とパイ

ロットプロジェクトの開始 
・新修士課程のカリキュラム

開発開始 
・東大 IPC 内に「大学発ベン

チャースタジオ」を設立 

3. エコシステム活性化 4 年目 ・TVF 新修士課程に第一期生

が入学 
・ベンチャースタジオから最

初のスピンアウト企業が誕生 
・自治体や企業と連携した最

初の「リビングラボ」プロジ

ェクトを開始 

 5 年目 ・修士課程の第一期生が修了 
・全ての新プログラムとポリ

シーのレビューと改善 
・成功事例を政府・産業界に

示し、長期的な支援を確保。

日本のイノベーションリーダ

ーとしての地位を確立 

 

5. 結論：未来を掴むための行動喚起 

 



日本が直面する構造的課題と、グローバルな技術覇権競争の激化は、もはや漸進的な改

善を許容しない。コンテンツと AI・ロボットという次世代産業の成否は、イノベーシ

ョンをいかに迅速かつ体系的に生み出せるかにかかっている。その競争は、最も機敏

で、統合され、革新的なエコシステムを持つ者が制する。 

本レポートで明らかにしたように、東京大学は、AI・ロボット分野における世界水準の

研究力という巨大なポテンシャルを持つ一方で、コンテンツ分野での組織力の欠如と、

学問分野間の深い断絶という深刻な構造的課題を抱えている。このままでは、国家戦略

を牽引するどころか、時代の変化に取り残されかねない。 

今、東京大学に求められているのは、大胆な自己変革である。それは、個別の研究室や

学部がそれぞれに努力を重ねるという従来型の発展モデルからの決別を意味する。本レ

ポートで提言した、ガバナンス改革を基盤とし、**「東大ビジョンファクトリー」**を
中核に据えた変革シナリオは、そのための具体的な処方箋である。この構想は、単に海

外の成功事例を模倣するものではない。MIT の学際性、CMU の実践性、スタンフォー

ドの起業家精神といった世界のベストプラクティスを、日本の文脈、特に ELSI 研究に

おける日本の強みと融合させ、世界にも類を見ない新たなイノベーションモデルを創造

する試みである。 

この変革を断行することにより、東京大学は、日本のコンテンツ産業と AI・ロボット

産業の未来を切り拓くという国家的要請に応えることができる。それだけでなく、21
世紀の研究大学が果たすべき役割を再定義し、技術的に先進的で、創造的に躍動し、そ

して倫理的に基盤の据わった、新たな知の創造モデルを世界に示すリーダーとなること

ができるだろう。これは困難な道程であるが、日本の未来のために、東京大学が今こそ

踏み出すべき道である。もはや躊躇している時間はない。行動を起こす時である。 
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